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臨床バイオメカニクス特論、臨床バイオメカニクス特講など

スポーツ医学、臨床バイオメカニクス、トレーニング科学

など

パフォーマンス向上とパフォーマンス向上と
傷害予防を傷害予防を
両立させる新しい両立させる新しい
トレーニング方法をトレーニング方法を

ードド

臨床バイオメカニクス特論、臨床バイイオメカニクス特講な

キーキーワー　私の研究テーマは、スポーツ傷害発生のメカニズムと、スポーツ傷害の
予防メカニズムを解明することです。近年は、これに加え、球技などのパ
フォーマンス向上に関わるバイオメカニクス的、体力・筋力的要因などを解
明する研究も行っています。ゆくゆくは、傷害を予防し、なおかつパフォー
マンス向上につながる合理的なトレーニング方法を考案することを目標と
しています。世の競技者は、筋力や跳躍力などのパフォーマンスを向上させ
るためにトレーニングを行います。しかし、どんなに鍛えても傷害を負え
ば、試合や練習に参加できず、競技能力は低下してしまいます。そこで「傷
害予防につながるトレーニングを提案できないか」と考えたのが、私の研
究の出発点です。専門はスポーツ医学と臨床バイオメカニクスですが、ト
レーニング科学、物理学、生理学、解剖学などを活用しながら研究を進め
ています。
　力学を傷害予防などの現実課題に応用するためには、コンセプトを理
解し、解剖学や生理学など、他の様々な知識と繋げる能力が必要です。し
たがって、授業では、純粋に力学を学ぶのではなく、それを応用し、どのよ
うに傷害予防に結び付けられるかということをテーマに指導を行っていま
す。大学院での研究は、自分が何を知らないのか、何を知りたいのかを明
確にして、それを追究する作業のくり返しです。この訓練から得られる“本
当の実践力”を身につけたい人は、ぜひ大学院に進学してください。

2008年に前十字靭帯損傷メカニズムと
して、複合負荷説を世界で初めて提唱し
た論文を発表。引用回数300件以上の
重要な論文に。
2013年にバスケットボールなどの横方
向のスライディング動作から素早くカッ
ト動作を行うためのバイオメカニクス的
要因を検証した論文を発表。股関節外
転筋群よりも伸筋群がより重要であるこ
とを示す。

■バイオメカニクス研究

スポーツ現場で現象を観察し、仮説をつ
くり、科学的研究でその仮説を検証し、
理論をつくる。この過程で得た知識を
実際のスポーツ現場へ還元し、より良い
指導につなげる、というサイクルの中で
研究を行っている。

■研究と実践を繋げる

動作と傷害発生のメカニズムに関する
一連のバイオメカニクス研究を行うとと
もに、傷害予防を可能にするトレーニン
グ方法の開発を、実験室だけでなく、実
際のトレーニング現場で行っている。

■傷害予防理論の構築と
　実践への応用




